
◆期首会員数　     　36名         ◆入会者　        1名      ◆退会者　  0名　     ◆現在　　37名 

Nagasaki West Rotary Club Weekly Report

長崎西ロータリークラブ　2023年11月14日　 第1781例会　No16

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆11/14例会出席     17名　     ◆免除者出席 　7名　    　 ◆欠   席    20名           ◆出席率 　51.52%　
　

◆司会　　馬場隆寿SAA委員長　　　◆四つのテスト 　嶽本幸次さん　　◆ご来訪ロータリアン　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆会長挨拶　　　 山田孝二会長　

■米山出前卓話 

◆幹事報告　　　　尾本久男幹事　　    

【結婚祝】　田中豊俊さん 

 

 

◆結婚・誕生・入会祝い　11/12～11/18

公共イメージ向上ZOOM説明会動画

①例会変更並びに休会のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　

【変更】長崎みなとRC　11/21長崎西RCとの合同例会の為

18時30分～ホテルニュー長崎　　　　　　　　　　　　　　 

【休会】　長崎北東RC・長崎南RC　11/22　 

　　　　　長崎中央RC　11/20　長崎みなとRC　11/28 

 

【結婚祝】　水本由幸さん

　2022‐23年度100％出席表彰

◆委員会報告　島田靖彦R財団委員長　　    

11/12(日)相浦地区コミュニティセンターにおいて、ロータリー

財団セミナーが開催され、国際奉仕P江上理事、ロータリー財

団委員長島田の2名が出席。開会挨拶で地区ロータリー財団

委員長（長崎南RC）岡村氏より、3年縛りの委員長を5年以上

も受けている。問題点として、なり手、受け手がおらず、どうし

たものかとの発言あり。この後、来賓の千葉副ガバナーは挨

拶の中で、委員長問題は財団委員会と地区が一枚岩になっ

ていないことが問題ではないか？これからは密に接触を計っ

ていくべきだと述べられた。次に講演に入り「ポリオ撲滅まで

のロータリー財団の活動について」と題し、大村RC西川補助

金委員長より、ポリオ（小児麻痺）は、5歳未満の幼児が罹りや

すく、罹っても治療法が無く、ワクチンで予防する以外何もで

きない。現在、世界で99.9％がワクチンで発症を抑えられて

おり、残り0.1％がパキスタン、アフガニスタンでポリオが発生

している。2つの国にロータリーがワクチンを送れば済む問題

ではなく、それぞれの国の奥地まで専門医を派遣して調査す

るなどで、人的、物的な支援が必要であり、莫大な資金が必

要。そのような理由でロータリーは、ポリオプラスに一人年間

30ドル、ロータリー財団に150ドルの寄付をお願いしている。

講演2は、2015～2016年グローバル補助金奨学生で、長崎

南山高校―西南学院大学を卒業された片岡　一生（ｶｽﾞｲｷ）

氏より、イギリス留学帰国報告と現在の仕事についての講演

があった。講演3は、島原RC本多会員より、地区補助金事業

として「島原RCのハゼの木蝋（ﾓｸﾛｳ）つくり体験」と題し、会場

に和ろうそくを灯しての講演があった。「島原はぜやまずくり」

の記念冊子を頂いたので、事務局に2冊保管。この後、「2740

地区の奨学金制度」について、島原RCの喜多氏より説明が

あり、午後4時セミナーは終了した。

皆さんこんにちは。会長挨拶をさせていただきます。先週の

職場訪問例会はスタジアムシティ見学会でした。段取り頂きま

した今村会員、改めてありがとうございました。私も道路側か

らよく観てましたが、中に入るとその規模に圧倒されました。

完成がすごく楽しみです。それから、先日新聞を観てましたら

本日出席の吉田会員が受勲されておりました。本当におめで

とうございます。最近のスポーツ界で一番の注目は何といっ

ても、大谷選手のFAです。どこのチームに行くか？何年でい

くらの契約になるか？だと思います。報道にあるように１０年契

約の７５０億円規模になるのではないかと思いますが、スタジ

アムシティの総工費が約８００億とのことですので、大谷選手

は一人であんなすごい規模のものを作れるのかと思うと、その

契約の大きさを痛感いたします。ちなみにこの金額は野球で

の契約金、収入です。大谷選手はこれ以外にスポンサー収

入が年間４０億～５０億あると言われています。ちょっとよくわ

からなくなるような数字ですね。いずれにしても来年は野手１

本、再来年は２刀流で活躍できる球団にいけると良いなと思

います。ドジャースの可能性が高いような感じになっているよ

うです。更に今年は、山本由伸、今永昇太、松井裕樹、上沢

直之とメジャーに行く選手も結構いますので、オフシーズンの

契約動向も非常に楽しみです。さて来週はみなとロータリーク

ラブとの合同例会です。柳親睦委員長が趣向を凝らして計画

頂いております。多数の参加をお願いしたいと思います。本

日の卓話は㈱リージョナルクリエーション　 スタジアムシティPJ

戦略本部　 プロジェクト推進部　 部長の藤澤　 翔さんにお願

いしております。後程、宜しくお願いいたします。　　　 

  

 



　ニコニコ箱　　　　　目標　1,200,000円 11/14　　 39,000円　　 　 累計 　 364,200円　

　ロータリー財団寄付　目標  １人150ドル/年間 11/14      　9,000円　　　 累計　    92,000円

　米山記念奨学寄付　　目標  １人16,000円/年間　 11/14     　14,000円　       累計　   114,000円

◆会長　山田孝二　幹事　尾本久男　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】12時30分～13時30分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000　　
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:劉　済昌　◆編集:事務局　中田久美子

(写真2)

四つのテストの唱和
言行はこれに照らしてから
ひとつ　真実かどうか

ふたつ　みんなに公平か

みっつ　好意と友情を深めるか

よっつ　みんなのためになるかどうか
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四つのテストは、まず、「言行はこれに照らしてから」と唱和し、
ひとつ、真実かどうか　ひとつ、みんなに公平かではなく、 
ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつと唱和をお願いします。 

卓　話　　　　        　　

◆ハイライトよねやま　２８４号　　　

◆祈りの三角ゾーン　　　許斐義彦　　　

◆ニコニコ箱　

■吉田良尚さん　秋の叙勲で受章させていただきました。こ

れも偏に皆様のご指導の賜物と感謝いたします。又、４日に

娘が男の子を出産し、３人目の孫が誕生しました。 

■山田孝二さん　吉田先生、受勲おめでとうございます。 

■三宅敏彦さん　100％出席祝い、ありがとうございます。　　

何才まで出席出来るか挑戦!!島田さん頑張りましょう。 

■島田靖彦さん　会員の皆さ～ん、ロータリー財団への寄付

をお願いしまーーす。 

■江上徹也さん　①吉田先生、おめでとうございます。クラブ

の誇りが増えました。②島田財団委員長に佐世保の財団セミ

ナー出席の折、アッシー君をつとめて頂きました。 

■安永勝信さん　①吉田良尚さんの旭日中綬章の受章、誠

におめでとうございます。②先週は職場訪問例会では竹中

工務店様にお世話になり、ありがとうございました。 

■日高豊久さん　先日、素敵な記念日のブーケ頂きました。

ありがとうございます。吉田先生、おめでとうございます。 

■柳龍一郎さん　吉田先生、旭日中綬章の受章、おめでとう

ございます。今村さん、先週の職場訪問お世話になりまし

た。こけら落としライブで福山さんが来られる時には、またよろ

しくお願いいたします。 

■嶽本幸次さん　吉田良尚先生、旭日中綬章受章、おめで

とうございます。誇りに思います。 

■尾本久男さん　地区大会参加の皆様お疲れ様でした。 

㈱リージョナルクリエーション長崎　 

スタジアムシティPJ戦略本部　プロジェクト推進部　

部長　藤澤　翔さん 

　「長崎スタジアムシティの取り組み」 

◆米山奨学金支給並びに近況報告
　　朱　蓮姫（ジュ・ヨンヒ）さん(韓国)  

こんにちは、いつもお世話になっております。朱蓮姫と申

します。最近冷え込むようになりました。お風邪などひかれ

ないようにお大事にして下さい先週の出前卓話で無事に

最後まで終わらせることができました優しくて素敵な人た

ちに出会える機会を得ることができて嬉しかったです。研

究も忙しくなりますが頑張っていきたいと思います。これか

らも引き続き宜しくお願いします。  

中国出身の米山学友、周順圭さん（1962-64：東京西ＲＣ、

1964-65＆66-68：東京世田谷ＲＣ）が8月26日付で内閣府

から紺綬褒章を授与されたことを受け、11月9日、都内で褒

章伝達式が行われました。昨年当会へ50万ドルをご寄付い

ただいたことにより、当会から内閣府へ申請。これが正式に

認められ、今回の受章に至りました。伝達式には、周さんと

愛子夫人、当会の小沢一彦名誉理事長、若林紀男理事

長、相澤光春副理事長、第2750地区の粕谷啓之米山記念

奨学委員長、東京西ＲＣの富田和宏幹事、東京世田谷ＲＣ

の松本宣春会長、洪崇富幹事、矢作千鶴子直前会長、大

友敬元会長、東京大学ニューヨークオフィスの増山正晴理

事長が臨席されました。小沢名誉理事長から紺綬褒章と木

杯を受け取った周さんは、「米山奨学金には本当に助けら

れました。そのお 返 しは 当 然 のことだと 思 っていましたの

で、このような賞をいただくとは思っておらず、とても驚きまし

た。世間では後期高齢者といわれる87歳になりましたが、私

は常に後期貢献者でありたいと思っています」と、受章を喜

ばれました。現役奨学生・学友らに向けては、「奨学金とし

ていただいたお金は大切に使い、たくさん勉強してほしい

です。卒業後は、その力を社会に還元することで、社会に

貢献してほしいです」と、後輩たちにエールを送りました。 

 

⽶⼭学友が紺綬褒章を受章 後輩たちへの⾔葉


